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自殺対策に関連するこれまでの市の取組について 

 

１ 「めざせ健康あきる野２１（第二次）」 

 市では、平成30年度から令和９年度までの 10年間を計画期間とした、あきる野市健康増進計画

「めざせ健康あきる野２１（第二次）」に基づき、地域における健康づくり事業の中で、「生きるこ

との包括的な支援」につながる各種事業を実施しています。 

  

「めざせ健康あきる野２１（第二次）」領域３ 健康的な生活習慣より一部抜粋 

 

【計画の目標】      休養をとり、こころの健康を維持する 

 
【指標】 

評価指標    現  状  （資料「第二次ベースライン調査」（市）） 

睡眠時間が尐ない人を減らす 
平均睡眠時間が６時間未満の人の割合 

３９．６％（平成２８年） 

睡眠で十分に休養をとれている人を増やす 
睡眠による休養が十分とれている人の割合 

７８．４％（平成２８年） 

自分に合ったストレス対処法を持つ人を増やす 
自分なりのストレス対処法がある人の割合 

７２．９％（平成２８年） 

うつ傾向や不安の強い人を減らす 
うつ状態が疑われる人の割合 

７．５％（平成２８年） 
 

【取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民の取組 

・毎日の生活で睡眠を６時間以上とれるよう、就寝時間を設定する。 

・質の良い睡眠がとれるよう、早寝早起きのリズムをつくり、日中の活動性を高める。 

・自分の気持ちの状態がよくなるなど小さなストレスの対処法も含めて、自分にとってのストレス

対処法をみつける。 

・心身の疲労が重なってきた時には、自己判断せずに早めに専門機関へ相談する。 
 

地域の取組 

・各種健康づくり事業や健康づくり市民推進委員活動の中で、休養の大切さを伝える。 

・睡眠不足やこころの不調など、本人が自覚しづらい心身の疲労に周囲が気付いた時には、声をか

け、相談を勧めるなどサポート体制を整える。 
 

市の取組 

・睡眠の大切さや質の良い睡眠のとり方、こころの健康を維持するポイントなど、各種健康づくり

事業を通して紹介する。 

・健康相談事業等において、普段から市民が気軽に相談できる場を確保し、こころの状態が心配さ

れるときには、早期に専門機関への相談や受診を勧める。 

・こころの健康や病気に関する情報発信を行い、地域で気付き、支え合う意識の啓発に取り組む。 

表１ 

資料 No.３ 
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２ 健康づくり事業 

 

①ゲートキーパー研修 

 自殺は誰にでも起こり得ることであり、自殺対策を生きることの包括的支援として「誰も自殺

に追い込まれることのない社会」の実現を目指すために、ゲートキーパーの役割を理解し、自殺

対策に関する認識を深めるために実施しています。 

 

〔平成 29年度〕 

□日  時：平成 30年２月 28日（水）午前 10時～11時 30分 

□会  場：あきる野市役所 ５階  503・504会議室 

□講  師 西多摩保健所 企画調整課 保健師 藤森 文子氏 

地域推進担当課長  小林 啓子氏 

□対 象 者：市役所職員 

□参 加 者：32人 

 

〔平成 30年度〕 

□日  時：平成 31年２月５日（火）午後２時～３時 35分 

□会  場：あきる野市役所 ５階  503・504会議室 

□講  師 西多摩保健所 地域推進担当課長 小林 啓子氏 

□対 象 者：市役所職員  ※課長・係長級 

□参 加 者：37人 

 

 

②健康相談 

  心身の健康に関して個別に保健師・栄養士が必要な指導及び助言を行っています。 

〔平成 29年度〕 実施回数  548回  相談延べ人数  1,122人 

 

 

③地域イキイキ元気づくり事業における健康教育 

 身近な会館等で市民同士の交流を通じて、健康や生きがいづくりに地域ぐるみで取り組む活動

で、年齢を問わず誰でも気軽に参加できる事業です。 

 平成 30年度は、市内 50か所で月に１回程度、看護師・保健師による血圧測定、体操、レクリ

エーション、健康ワンポイントアドバイスを行いました。月替わりの健康ワンポイントアドバイ

スとして心の健康に関連するものを取り上げ、説明とともに参加者同士の情報交換等を行いまし

た。 

〔平成 29年度〕  実施回数  490回  延べ参加者総数  7,557人 

〔平成 30年度〕 実施回数  469回  延べ参加者総数  7,652人 
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〔平成30年度 事業チラシ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔健康のワンポイントアドバイスで配布したリーフレット〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ 

図２ 
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③あきる野市健康のつどい事業 

 市民一人ひとりが、いつまでも健やかで豊かな人生を送るために、健康意識の高揚と、地域全

体の健康づくり活動の推進を図るため、毎年１回開催しています。 

 

□開催場所：あきる野ルピア、秋留野広場 

□テーマを毎年設定：平成 30年度は、「輝くカラダ」～生活習慣整えて、体と脳の活性化～ 

□主  催：あきる野市健康のつどい運営委員会、あきる野市 

□内 容 

（１）展示・体験           （２）講演         

（３）測定・相談（こころの相談含む） （４）スタンプラリー等によるお楽しみ抽選 

（５）あきる野市健康づくり市民推進委員の活動発表  

（６）めざせ健康あきる野２１ＰＲ （７）啓発用品の配布   （８）その他 

□来場者 

〔平成 29年度〕 延べ来場者数 3,591人 

〔平成 30年度〕    〃   5,296人 

  

図３ 
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④広報あきる野 

 自殺対策予防月間や自殺対策強化月間等の時期を利用し、広く市民に対し、こころの健康や自

殺の相談先に関する情報提供を行いました。 

 

〔平成30年３月〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図４ 
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〔平成30年９月〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図５ 
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〔平成31年３月〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図６ 
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⑤ 母子保健事業における主な取組 

 安心して妊娠・出産・育児ができるよう、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を 

行っています。 

 

〔平成 29年度実施数〕 

〇 妊婦全数面接（妊娠届受理件数）    466件 

〇 母親学級（学級数 ８コース）     受講者延べ数 284人 

〇 新生児訪問・こんにちは赤ちゃん事業  訪問者数 541人 

〇 乳幼児健康診査（受診者数）      ３～４か月児健康診査   550人 

１歳６か月児健康診査   516人 

３歳児健康診査      636人 

   〇 訪問指導 延べ人員（妊婦）      244人 

              （産婦）      649人 

              （新生児）     327人 

              （未熟児）      6人 

              （その他）     408人 

〇 保健指導（妊婦）           面接  468人  電話   73人 

（産婦）           面接   4人  電話  310人 

（乳児）           面接 1,262人  電話  314人 

（幼児）           面接 2,041人  電話   71人 

〇 育児相談（乳児）           700人 

（幼児）           560人 

   

 

 

 


